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平
成
五
年
二
月
二
十
二
日
提
出 

質

問

第

四

号 

    
常
磐
線
快
速
電
車
延
伸
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

提 

出 

者 
 

竹 

内 
 

猛 

 

一 

 



 

地
域
主
導
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
基
本
と
す
る
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
よ
り
、
多
極
分
散 

 

型
国
土
の
形
成
を
目
標
と
し
た
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
中
で
、
首
都
機
能
再
編
の
枢
要
な
地
域
と
し
て
位 

 

置
付
け
が
な
さ
れ
た
茨
城
県
南
部
の
常
磐
線
沿
線
地
域
は
、
東
京
圏
の
外
延
化
に
伴
い
人
口
の
増
加
が
著
し
く
、 

 
 

急
速
に
都
市
化
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
茨
城
県
南
常
磐
線
沿
線
市
町
村
に
お
い
て
は
、
東 

 
 

京
圏
と
当
地
域
を
結
ぶ
唯
一
の
鉄
道
で
あ
る
常
磐
線
の
持
つ
役
割
は
大
き
く
、
ま
た
、
当
地
域
に
お
け
る
常
磐
線 

 
 

の
輸
送
力
の
強
化
は
緊
急
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

一 

業
務
核
都
市
と
し
て
位
置
付
け
を
し
た
地
域
（
土
浦
市
、
牛
久
市
）
に
つ
い
て
、
両
地
域
が
そ
れ
を
受
け
て
推 

 
 

進
す
る
計
画
の
中
で
、
特
に
鉄
道
輸
送
の
問
題
に
対
し
て
国
と
し
て
こ
れ
ま
で
ど
の
様
な
指
導
、
協
力
、
援
助 

 
 

 
従
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
。 

常
磐
線
快
速
電
車
延
伸
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

通
勤
圏
の
外
延
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
東
京
通
勤
群
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
両
地
域
（
土
浦
市
、
牛
久 

 
 

市
）
の
観
点
か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。 

三 

常
磐
新
線
が
開
通
す
る
ま
で
の
期
間
、
及
び
開
通
後
の
既
存
の
常
磐
線
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
役
割
を 

 

持
つ
の
か
。 

二 

常
磐
新
線
に
つ
い
て
は
、
い
つ
開
通
す
る
予
定
か
。 

茨
城
県
南
常
磐
沿
線
地
域
の
九
市
町
村
並
び
に
商
工
会
議
所
青
年
部
（
商
工
会
青
年
部
）
、
青
年
会
議
所
等
二 

 

七
団
体
で
組
織
す
る
「
茨
城
県
南
常
磐
線
快
速
電
車
延
伸
促
進
対
策
協
議
会
」
で
は
昭
和
六
二
年
一
二
月
の
設
立 

 

以
来
、
再
三
に
わ
た
り
運
輸
省
並
び
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式
会
社
に
対
し
、
交
直
両
用
に
よ
る
快
速
電
車
の
延
長 

 
 

運
転
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。 

等
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
す
る
つ
も
り
か
。 

ま
た
、
更
に
同
地
域
で
は
沿
線
市
町
村
の
首
長
、
議
長
で
組
織
す
る
「
茨
城
県
南
常
磐
線
輸
送
力
増
強
期
成 

 
 

四 

 



 

五 

平
成
五
年
二
月
五
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式
会
社
は
、
現
在
主
に
上
野
駅
発
着
に
な
っ
て
い
る
常
磐
、
東
北
、 

 
 

高
崎
の
各
線
を
延
長
し
、
東
京
駅
発
着
と
し
た
う
え
で
、
東
海
道
線
と
接
続
、
相
互
乗
入
れ
す
る
計
画
の
具
体 

 
 

的
検
討
に
入
っ
た
。
延
長
す
る
上
野
―
東
京
駅
間
の
う
ち
、
上
野
―
秋
葉
原
間
を
先
に
完
成
さ
せ
て
常
磐
線
を 

 
 

優
先
運
転
し
、
全
区
間
完
全
複
々
線
を
走
ら
せ
る
方
法
を
と
る
と
し
、
早
け
れ
ば
平
成
六
年
頃
着
工
し
、
一
〇 

 
 

年
程
度
を
か
け
て
完
成
す
る
と
公
表
さ
れ
た
。 

特
に
、
平
成
三
年
一
一
月
二
〇
日
に
は
、
茨
城
県
南
常
磐
線
沿
線
市
町
村
住
民
一
〇
万
人
余
の
署
名
簿
を
添 

 
 

え
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
向
で
対
処
さ
れ
て
い
る 

 
 

の
か
。 

同
盟
会
」
を
平
成
四
年
九
月
二
日
設
立
し
快
速
電
車
の
土
浦
ま
で
の
延
伸
を
図
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
た
九
項 

 

目
に
わ
た
る
輸
送
力
増
強
に
関
す
る
要
望
書
を
運
輸
省
並
び
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
株
式
会
社
に
対
し
提
出
し
て
い 

 
 

る
。 

五 

 



 

 

六 

特
に
、
こ
の
中
で
、
常
磐
線
と
高
崎
、
東
北
線
は
朝
の
通
勤
時
に
お
い
て
上
り
列
車
に
よ
る
上
野
駅
の
乗
車 

 
 

率
が
二
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
、
「
ゆ
と
り
と
ゆ
た
か
さ
」
を
求
め
る
勤
労
国
民
の
要
望
に 

 

応
え
る
た
め
に
、
関
係
各
機
関
の
早
急
か
つ
積
極
的
、
優
先
的
な
努
力
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
が
、
こ 

 
 

れ
に
つ
い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

右
質
問
す
る 


